
【
は
じ
め
に
】 

北
海
道
森
林
管
理
局
が
管
理

す
る
国
有
林
は
、
約
３
０
４
万

ha
で
北
海
道
の
森
林
面
積
の

55
％
を
占
め
、
国
土
の
保
全
、

水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の

保
全
、
木
材
生
産
等
の
多
面
的

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ

せ
て
い
く
た
め
、
森
林
を
適
切

に
整
備
及
び
保
全
し
て
お
り
ま

す
。 生

物
多
様
性
の
保
全
に
関
し

て
、
国
有
林
で
は
保
護
林
を
設

定
し
、
森
林
生
態
系
や
稀
少
な

野
生
生
物
を
将
来
に
わ
た
り
持

続
的
に
保
護
・
管
理
し
て
い
く

た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
で
１

９
２
箇
所
（
令
和
３
年
度
末
現

在
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
保
護
林
制
度
の
概
要
】 

保
護
林
は
、
「
保
護
林
設
定

ニ
関
ス
ル
件
」
（
大
正
４
年
６

月
）
を
も
っ
て
発
足
さ
せ
た
制

度
で
、
以
来
、
学
術
研
究
、
貴

重
な
動
植
物
の
保
護
、
風
致
の

維
持
等
の
面
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
森
林
保
護
に
対
す

る
国
民
の
要
請
の
高
度
化
・
多

様
化
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し

た
取
扱
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、
近
年
の
生
物
多
様
性

保
全
に
関
す
る
科
学
的
知
見
や

保
護
地
域
の
管
理
手
法
の
進
歩
、

保
護
林
の
簡
素
で
効
率
的
な
管

理
体
制
の
構
築
の
必
要
性
等
を

踏
ま
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。 平

成

29
年
度
ま
で
の
保
護

林
は
、
７
つ
に
区
分
し
、
保
護
・

管
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
有
識

者
か
ら
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

森
林
生
態
系
や
個
体
群
の
持
続

性
に
着
目
し
た
分
か
り
や
す
く

効
果
的
な
保
護
林
区
分
の
導
入
、

簡
素
で
効
率
的
な
管
理
体
制
の

再
構
築
、
森
林
生
態
系
を
復
元

す
る
考
え
方
の
導
入
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
新
た
な
保
護
林
制

度
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
に

３
区
分
に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
林
に
は
、
設

定
目
的
や
保
護
・
管
理
及
び
利

用
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
た

「
保
護
林
管
理
方
針
書
」
を
作

成
し
て
、
適
正
に
管
理
し
て
い

ま
す
。 

上：崕山(芦別市)、 
下：ﾚﾌﾞﾝｱﾂﾓﾘｿｳ(礼文町)

保護林区分の変遷 

【
用
語
説
明
】 

保護林区分ごとの基本的な考え方 



【
狩
場
（
か
り
ば
）
山
地
周
辺

保
護
林
の
区
域
拡
充
に
つ
い
て
】 

 

狩
場
山
地
（
主
峰
で
あ
る
狩

場
山
は
標
高
１
，
５
１
９
ｍ
）

は
、
北
海
道
南
部
・
渡
島
半
島

の
付
け
根
の
日
本
海
側
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
周
辺
は
、
生
態

系
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
ブ
ナ

の
北
限
地
帯
で
あ
り
、
原
生
的

な
天
然
林
や
希
少
種
で
あ
る
ク

マ
ゲ
ラ
・
ク
マ
タ
カ
、
ま
た
高

山
植
物
（
希
少
植
物
含
む
）
の

分
布
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
域
拡
充
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
保
護
林
制
度
改
正
を
機

に
検
討
が
始
ま
り
、
令
和
元
年

度
に
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局

の
「
重
点
取
組
事
項
」
と
し
て
、

北
限
の
ブ
ナ
生
育
地
帯
で
あ
る

保
護
林
「
狩
場
山
地
須
築
川
源

流
部
森
林
生
態
系
保
護
地
域

（
面
積
２
，
７
３
２
ha
）
」
に

つ
い
て
、
周
辺
の
原
生
的
な
森

林
と
一
体
的
に
保
護
す
る
た
め
、

区
域
の
大
幅
な
拡
充
に
向
け
取

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護

林
の
設
定
や
保
全
管
理
を
審
議

す
る
「
北
海
道
森
林
管
理
局
保

護
林
管
理
委
員
会
（
委
員
は
、

森
林
・
林
業
や
自
然
環
境
に
関

す
る
専
門
家
か
ら
な
る
10
名

で
構
成
）
」
に
お
い
て
、
意
見

を
伺
い
進
め
ま
し
た
。
現
地
調

査
に
つ
い
て
は
、
委
託
契
約
に

よ
り
令
和
元
年
～
２
年
度
に
渡

り
実
施
し
、
①
生
態
系
の
重
要

な
要
素
、
②
重
要
な
要
素
の
分

布
推
定
（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ

プ
作
成
）
な
ど
の
デ
ー
タ
整
理

を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、令
和
元
年
９
月
に
は
、

保
護
林
管
理
委
員
会
に
よ
る
現

地
検
討
会
を
開
催
し
、
「
保
護

林
の
目
的
や
意
義
を
改
め
て
整

理
し
、
拡
充
の
意
義
付
け
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
、「
石

灰
岩
地
帯
に
見
ら
れ
る
地
域
固

有
の
生
物
群
集
を
有
す
る
大
平

山
周
辺
も
区
域
に
含
め
る
べ
く

検
討
を
」
な
ど
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
設
定
目
的
の
整
理
や
区

域
案
の
編
成
作
業
を
行
い
、
令

和
３
年
11
月
に
開
催
し
た
「
保

護
林
管
理
委
員
会
」
に
お
い
て
、

保
護
林
を
大
幅
に
拡
充
（
面
積

３
６
，
４
８
３
ha
）
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

保
護
林
区
域
は
、
４
箇
所
の

既
存
保
護
林
を
統
合
す
る
ほ
か
、

①
狩
場
茂
津
多
道
立
自
然
公
園

（
北
海
道
指
定
）
、
②
大
平
山

自
然
環
境
保
全
地
域
（
環
境
省

指
定
）
を
含
み
、
①
せ
た
な
町
、

②
今
金
町
、
③
島
牧
村
が
該
当

町
村
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
正

式
に
は
、
森
林
計
画
制
度
に
基

づ
く
変
更
手
続
き
を
経
て
、
確

定
し
ま
す
。
（
令
和
５
年
４
月

を
予
定
。
） 

【
お
わ
り
に
】 

国
有
林
野
は
、
国
土
保
全
上

重
要
な
奥
地
脊
梁
山
地
や
水
源

地
域
に
広
く
分
布
す
る
と
と
も

に
、
人
工
林
や
原
生
的
な
天
然

生
林
等
の
多
様
な
生
態
系
を
有

す
る
な
ど
、
国
民
生
活
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、
「
生
物
多
様
性

保
全
の
観
点
か
ら
、
渓
流
沿
い

等
の
森
林
を
保
全
す
る
な
ど
施

業
上
の
配
慮
を
行
う
ほ
か
、
原

生
的
な
天
然
生
林
や
希
少
野
生

生
物
が
生
育
・
生
息
す
る
森
林

を
保
護
林
と
し
て
適
切
に
保

護
・
管
理
す
る
。
」
と
明
記
し

て
い
ま
す
。 

 

今
後
に
つ
い
て
も
、
今
回
紹

介
し
た
「
狩
場
山
地
周
辺
保
護

林
の
区
域
拡
充
」
で
の
取
組
み

を
は
じ
め
、
保
護
林
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
森

林
生
態
系
の
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。 

狩場山のブナを主体とした広葉樹林 

保存地区

保全利⽤地区

渡島森林管理署

後志森林管理署

管
轄

ブナの現況 

現地検討会の様子（島牧村） 




